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研究成果の概要（和文）：開発したシステムを用いれば，看護師は北米看護診断協会の 13 領域

を用いて患者を的確にアセスメントし，退院の支援計画を看護計画データベースから立案し，

介入を実施・評価することができる．患者が希望する退院場所をインターネット検索で決定す

れば，退院支援クリニカルパスを使用し多職種で介入が行える．また地域連携パスを使用し，

入院中の訓練と退院後の生活支援を組み合わせ，患者の思いにそった退院支援が行える．  

 

研究成果の概要（英文）：Using the system developed in this study, a nurse can assess 

patients precisely with 13 domains of a North America nursing-diagnosis association, make 

a support plan for discharge through a nursing care plan database, and carry out and 

evaluate the intervention.  If the place patients want to live is decided through the 

Internet search, a nurse can intervene in multi-disciplinary way by using a clinical path for 

supporting discharge.  Moreover, by using an clinical path of inter-regional association and 

combination of inpatient training and support for life after discharge, a nurse can carry out 

the discharge support that patients wish. 
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１．研究開始当初の背景 

平成 15 年度に厚生労働省は精神科にお
ける長期入院に対する是正策として，10 年

間に 7 万の病床数の削減を目指して，精神
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障害者退院促進支援事業支援実施要綱を発

表した．しかし，十分な予算が確保できな

い等の理由により退院促進支援事業が効果

的に実施されていない都道府県がある．先

行研究に，退院支援中の社会的入院患者に

対象を絞った退院支援に対する患者の思い

を調査した報告はみられなかった． そこで

研究代表者が所属する研究チームでは，3

年前から退院支援により退院できた患者と

退院できなかった患者の双方に共通する思

いを明確にして，退院につなげる研究に縦

断的に取り組んでいる． 

ノーマライゼーションの理念に基づく援

助では，障害者が社会の他の人々と同じ価

値や条件に基づいた生活が送れるようにす

るための環境を整備し，その人のニーズに

あった特別な支援を提供し，障害者が地域

で当たり前の生活ができるようにすること

が重要である．長期入院患者や社会的入院

患者が退院する際には様々なニーズを持っ

ている．退院できたとしても退院後にニー

ズに合った支援提供されていなければ，質

の高い生活を実現することができないばか

りか再入院につながる恐れもある． 

そこで患者の思いに沿ったニーズのデー

タベース（DB）を作成し，支援資源のデー

タベースと照合することによって，患者の

思いにそった退院支援と退院後の継続支援

が可能になると考えた． 

現状では，精神科における退院支援中の

社会的入院患者の思いを調査した報告はみ

られず，それを DB 化した研究もない．地

域連携に向けた情報技術化の実例の研究は

あるが，長期入院患者や社会的入院患者の

退院後の生活を支える支援資源を DB 化し

た研究はみられない． 研究代表者らが所属

する研究チームでは，これまでに退院促進

支援中の精神科の長期入院患者の思いの検

討を縦断的に研究してきており，すでに精

神科における看護管理の IT 化の研究実績

がある．加えて，患者の思いに沿った看護

を行うためのケアリングの研究も行ってき

た． 

本研究ではこれらをさらに発展させ，患

者のニーズにそった退院後の支援方法を決

定するために，IT 技術を用いて DB を作成

する．本研究でデータベース化が完成する

ことにより，社会的入院患者の退院が決定

すれば，各病院スタッフが患者の退院後の

ニーズを聴取し，インターネットを利用し

サーバーにアクセスし，患者の思いに沿っ

た支援資源を決定することができるように

なる．これにより，十分な予算が確保でき

ない地域の退院支援も可能になり，精神科

の社会的入院患者数は減少すると考えられ

る． 

 

 

２．研究の目的 

コンピュータを用いて長期入院精神障害

者の退院支援用看護計画システムを開発し，

それにより入院期間の短縮、社会的入院患

者および家族の生活の質を高めることを目

指す． 

 

 

３．研究の方法 

退院支援が進んでいる研究協力施設で聞

き取り調査を行い，その結果，県および市

町村単位でインターネット検索された結果

を有効活用するための、長期入院精神障害

者の退院支援用看護計画システムの設計を

行う． 

 
 

４．研究成果 

本研究は，コンピュータを用いて長期入

院精神障害者の退院支援用看護計画システ

ムを開発し，それにより入院期間の短縮、



 

 

社会的入院患者および家族の生活の質を高

めることを目指すものであった。本システ

ムが完成することで，看護師は患者の状態

像を的確にアセスメントし退院に必要な看

護計画を立案することができ，多職種で介

入を実施・評価することができる．さらに

本システムは，谷岡らが開発した精神科看

護管理システム（PSYCHOMS®）の一部

の機能を担っており，PSYCHOMS®の退

院支援用クリニカルパス（CP）や地域連携

CP を用いることで，患者の思いに沿った

退院支援が行えるようになり，精神科の長

期入院患者数を減らすために寄与すると考

えられる． 

 22 年度には，退院支援が進んでいる研究

協力施設で聞き取り調査を行い，その結果，

県および市町村単位でインターネット検索

された結果を有効活用するための、長期入

院精神障害者の退院支援用看護計画システ

ムの構築を行うことに目的を変更し、シス

テムの基本設計を行った。23 年度は、本シ

ステムのプログラミングを完成させた。 

 本システムにより，看護師は北米看護診

断 協 会 （ North American Nursing 

Diagnosis Association：NANDA）の 13

領域を用いて患者の状態像を的確にアセス

メントし，その上で退院に必要な支援計画

を看護計画データベースから立案し，計画

に基づき，多職種が退院支援のための介入

を実施・評価することができる．患者が希

望する退院場所をインターネット検索で決

定すれば，その場所へ退院するための目標

を定め，退院支援 CP を使用し多職種で介

入を行うことができ，また地域連携 CP を

使用し，病院に入院中の訓練と退院後の生

活支援を組み合わせることで，患者の思い

にそった退院支援が行える．さらに退院時

には，看護計画システムから自動で作成さ

れる看護要約（サマリー）を退院後の施設

で効果的に活用したり，地域連携 CP を使

用することで継続的に患者を支援すること

ができる． 

 PSYCHOMS®の退院支援用クリニカル

パス、患者が希望する退院場所のインター

ネット検索、看護計画システムを有効に活

用することで、長期入院精神障害者の患者

の思いにそった退院支援を実現できる看護

が行えると思われた。 
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